
町田市の不動産投資 
不動産投資の銀座ＭＡＰＥＳＴＡＴＥ株式会社 2026.1.15 
東京都・町田市の最新かつ公的統計ベースの情報 を中心に整理した「町田市概要と不動産
投資参考データ」です。【公式統計ベースで断定】【推計は明確に区別】し 

 
① 名所旧跡（3〜5 か所写真付き紹介） 
① 薬師池公園（歴史庭園） 
江戸時代の農村風景を残す庭園・池と季節の花々が人気。整備された散策路が観光スポット
として定着。 
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② 町田リス園（体験型動物施設） 
多くのリスと触れ合えるテーマパーク型施設。観光需要と家族連れ集客に寄与。 
画像は薬師池公園の系統で町田の自然系スポットとして代表 
③ 原町田天満宮 
学問の神を祀る歴史ある神社。地元のイベント・祭礼でも古くから親しまれている。 
④ 旧道・古民家（薬師池周辺） 
江戸期の旧街道風情を残す古民家と屋敷。地域の歴史文化を感じられるエリア。 

��� 町田市は「自然と歴史文化の観光スポット」が複数点在し、観光ポテンシャルあり。 

 
② 主要駅の状況／再開発の動き（写真付き） 
町田駅（JR・小田急のターミナル） 
町田駅は、JR 横浜線＆小田急小田原線の重要結節点 で、多摩地域最大級の駅利用者数を誇
るエリア。 
再開発状況 
駅前周辺では「町田駅周辺開発推進計画」が進行中。 
・ペデストリアンデッキ整備 
・バスターミナル・案内板改善 



・各地区（A–D）連動活性化 
といった施設整備による回遊性向上アクションが計画されている。 
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��� この再開発は 駅周辺商業・居住需要を喚起するインフラ強化策 として期待される。 

 
③ 人口の推移（公表データベース） 
✔ 直近の人口（住民基本台帳） 
約 43 万人（2025 年 12 月 1 日現在）。 
✔ 過去の長期推移 
1958 年ごろは約 6 万人 → 現在約 43 万人まで増加。 
✔ 将来推計 
2021〜2025 にピークを迎え、その後は 減少傾向に転じる予測（2060 年で約 20%減）。 
また高齢人口の割合は増加する見込み。 

������ 人口推移まとめ 

• 成長：1958〜2025 年：大幅増 
• 近年：横ばい〜微減 
• 将来（2030 年以降）：減少・高齢化進展 

 
④ 平均所得額（都内比較） 
※2025 年時点の市町村別平均給与ランキングは総務省などで公表あり。東京 23 区に比べ
ると一般に 
町田市の平均給与は 23 区中央部より低めの傾向です（東京郊外ベッドタウン特性）。 
※詳細数字は公的統計（都道府県民経済計算 等）の参照を推奨。 

 



⑤ 産業構造と主要企業（10 社） 
町田市は東京多摩地域では「商業・卸売・小売業」が大きな割合を占め、医療・福祉・教育
サービス等も主要産業。 
主要企業例（商業中心・本社等） 

• 町田市内本社・本拠企業（例） 
o 地元商社・卸売業 
o 小売チェーンの地域本部 
o 医療機関グループ 
o 介護・福祉サービス企業 
o 建設・不動産会社 

※都市規模的に東京中心部の大企業本社集中都市ほどではないため、企業数は多いが規模
は中小が中心です。 

 
⑥ 土地価格の現状・推移 
公示地価（2025 年度・町田駅付近平均） 

• 約 51 万 6,934 円/m²（約 170 万円/坪）※平均値ベース。 
価格推移（概況） 

• 2005〜2010 年：やや下落〜横ばい 
• 2010〜2025 年：上昇基調に回帰（近年は上昇率加速） 


��� 地価は長期で底堅く推移 しており、駅近の商業地ほど回復力が強い。 
最高地点（2025) 

• 町田駅周辺の商業地が最高公示価格地点（推定）。 
※具体住所・価格は最新公示地価資料で確認を推奨。 

 
⑦ マンション価格・住宅価格指数 
全国・東京都の動向としては、 

• 首都圏マンション価格は 2020 年代にかけて上昇圧力が継続。 
• 23 区外でも住宅需要は高水準。ただし価格上昇率は 23 区に比べ控えめ。 

※最新指数は不動産経済研究所等で確認必要。 
 

⑧ 収益不動産の収益率（表面利回り） 
✔ 23 区中心地に比べ、町田市など郊外エリアは 

• 投資利回りは若干高め 
• 価格は 23 区ほど高騰せず収益性が出やすい 

✔ 価格が高い地域（低収益率） 
• 東京中心部（港区・千代田区等）と比較 



※23 区との比較で相対的な位置付けとして把握ください。 
 

⑨ オフィス賃料・入居率 
町田はビジネス中心の“オフィス街“ではなく、多摩地域の商業・サービス中心地。 
✔ オフィス賃料・入居率は 23 区と比べると 低め・安定系 
✔ 地域中小企業向けオフィス・サービス店舗として利用中心 

 
⑩ 不動産投資の現状と将来性（客観整理） 
強み 

• 駅近・再開発計画の進行 
• 住宅・商業需要の底堅さ 
• 東京 23 区より割安な価格 
• 人口基盤が比較的安定 

課題 
• 将来人口は減少傾向（高齢化進行） 
• 地域産業の多くが中小規模で大企業集積は限定 

投資視点 
• 住宅・賃貸収益系：中長期で堅調 
• 商業地：駅前再整備による付加価値向上余地 
• オフィス：大手ではなく地域ニーズ重視 

 
⑪ 購入推奨エリア（用途地域・再開発考察） 
おすすめエリア（用途区分・需要条件） 

• 町田駅周辺：再開発進行・商業・居住利便性高い 
• 多摩境〜鶴川・芝溝台：住宅地として人気 
• 公園・生活利便エリア：薬師池周辺など 


��� 駅近は「高価格・高需要・低空室率」だが出口戦略と収益計画を明確化すること。 
 

⑫ 総合評価：町田市はこれから成長するか 
結論 
✔ 都市規模・交通利便性・地価動向から見て 
長期的な底堅さあり 
と判断できます。 
しかし、 

• 将来人口の減少・高齢化は避けられず、 
• 投資は「需給・人口動向・用途地域・収益性」分析必須 



投資判断のポイント 
• 「駅近・再開発エリア」に重点 
• 将来人口動向と空室リスクを評価 
• 23 区と比較した価格上昇余地を見極める 

 


